
 

 
 

平成30年度 大阪市ひとり親家庭等実態調査 調査票 

                                  （寡婦用）  

 

(お願い) 

この調査は大阪市におけるひとり親家庭等の生活実態とニーズを把握し、ひとり親家庭及

び寡婦の福祉施策と自立支援施策のさらなる充実を図るための基礎資料を得るために行う

大切な調査ですのでご協力をお願いいたします。 

なお、この調査票は、あて名のご本人がご回答ください。  

 

 

 

～記入上の注意～ 

・ご回答は、あてはまる番号などに○をつけていただく場合と、数字などをご記入い

ただく場合がございます。 

      

 

 

問合せ先：大阪市ひとり親家庭等実態調査実施本部 

☎０１２０－３１１－２０７ 

（平日・午前９時～正午及び午後１時～５時まで） 

 

この調査は、統計法第２４条に基づき総務大臣に届出を行った統計調査です。統計法に基

づき調査票は統計目的以外には絶対に使用しません。 

 

届 出 統 計 調 査 

総務大臣届出済 秘 
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問１ あなたのお住まいの区はどちらですか。（○は１つ） 

１．北区 

２．都島区 

３．福島区 

４．此花区 

５．中央区 

６．西区 

７．港区 

８．大正区 

９．天王寺区 

10．浪速区 

11．西淀川区 

12．淀川区 

13．東淀川区 

14．東成区 

15．生野区 

16．旭区 

17．城東区 

18．鶴見区 

19．阿倍野区 

20．住之江区 

21．住吉区 

22．東住吉区 

23．平野区 

24．西成区 

        

問２ あなたの年齢（平成 30 年 10 月 1 日現在）を記入してください。  

       

 

問３ あなたがひとり親家庭になったのはいつですか。 

   

 

 

 

問４ あなたがひとり親家庭になった理由は何ですか。（○は１つ） 

１．配偶者の病死                    ７．その他の理由による離婚 

２．配偶者の事故死          ８．未婚･非婚 

３．その他の理由による配偶者の死亡  ９．遺棄、生死不明 

４．性格の不一致による離婚    10．別居中 

５．借金など経済的理由による離婚  11．その他         

６．暴力による離婚             （具体的に：             ） 

 

問５ あなたが最後に通った学校は何ですか。（○はそれぞれ１つ） 

１．中学校                      

２．高等学校       

３．短大・専修学校（専門課程）            中退 ・ 卒業 

４．大学 

５．その他 (具体的に：             ) 

 

問６ 現在同居している家族は何人ですか。（あなた本人は除きます。） 

単身世帯の場合は、何も記入せずに問７へ進んでください。 

あなたの 

子ども 

子どもの 

家族 

あなたの 

父母 

あなたの 

兄弟姉妹 

あなたの 

祖父母 

その他 

 

人  

 

人  

 

人  

 

人 

 

人 

 

人 

  

Ⅰ あなたの状況についておうかがいします。 

           歳 

昭和・平成        年      月 

または（西暦        年） 

（どちらかに○） 
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問７ あなたの扶養関係をお答えください。（○は１つ） 

１．子どもに扶養されている 

２．あなたの父母・祖父母に扶養されている 

３．あなたの兄弟姉妹に扶養されている 

４．扶養関係はない 

５．他の世帯員を扶養している 

 

 

 

 

問８ あなたは働いていますか。（○は１つ） 

１．働いている        ２．働いていない（→問12へ） 

 

【問９～11 は問８で「1.働いている」と回答した方におうかがいします】 

問９ あなたは、どのような就業形態・職種で働いていますか。（○は１つ） 

①就業形態（主なもの１つだけ） 

１．正社員･正規職員     

２．パート・アルバイト・臨時職員     

３．派遣社員   

４．自営業主（商店主、農業など） 

５．自営業の手伝い（家族従事者） 

６．家庭で内職・在宅ワーク 

７．その他（具体的に：                            ） 

 

②職種（主なもの１つだけ） 

１．専門知識･資格・技術をいかした仕事 （教員、保育士、看護師など） 

２．管理的な仕事 （企業、団体の管理職など） 

３．事務的な仕事 （一般事務、経理事務、医療事務など） 

４．営業・販売の仕事 （販売員、セールス、外交員など） 

５．サービスの仕事 （理・美容師、ホームヘルパー、飲食店員など） 

６．運輸・通信の仕事 （運転手、電話交換手など） 

７．製造・技能・労務の仕事 （工員、製造技能工など） 

８．その他（具体的に：                              ） 

 

 

問10 あなたは何時から何時まで働いていますか。午前・午後どちらかに○をつけ、時間を

記入してください。一定でない方は２に○をつけてください。 

１．午前・午後     時    分 ～ 午前・午後     時    分 

２．交代制勤務などで一定でない 

Ⅱ 仕事のことについておうかがいします。 
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問11 あなたは転職したいですか。（○は１つ） 

１．すぐに転職したい 問13へ 

２．よい仕事があれば転職したい  

３．転職するつもりはない 問15へ 

４．どちらともいえない  

５．その他（具体的に：                             ） 

 

 

問12 問８で「2.働いていない」と回答した方におうかがいします。 

あなたは働きたいですか。（○は１つ） 

１．今すぐに働きたい     ３．働きたいと思わない（→問15へ） 

２．今は働けないがそのうち働きたい ４．働くことができない（→問15へ） 

   

問12-1 問12で１．または２．と回答した方におうかがいします。 

働きたいのに働いていない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

１．家族の面倒（介護等）をみるため 

２．収入について条件の合う仕事がないから 

３．時間について条件の合う仕事がないから 

４．年齢制限のため仕事がないから 

５．仕事に必要な知識や資格がないから 

６．病気（病弱）で働けない 

７．求職中 

８．その他（具体的に：                             ） 

 

 

【転職したい方、無職で働きたい方におうかがいします】（それ以外の方は問15へ進んでください） 

問13 仕事に就く場合に重視することは何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

１．雇用が安定している 

２．厚生年金や雇用保険に入れる 

３．十分な収入が得られる 

４．労働時間が短い・残業が少ない 

５．通勤時間が短い 

６．土日に休める 

７．就業時間に融通がきく 

８．休暇がとりやすい 

９．簡単な仕事である 

10．技術や能力が発揮できる 

11．経験のある仕事である 

12．在宅でできる 

13．技術・技能を身につけられる 

14．その他（具体的に：             ） 

 

問14 あなたはどのような就業形態で働きたいですか。（○は１つ） 

１．正社員・正規職員 

２．パート・アルバイト・臨時職員 

３．個人でできる仕事（事業）をやりたい 

４．在宅で仕事をしたい 

５．その他（具体的に：                                   ） 
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【すべての方におうかがいします。】 

問15 現在どのような資格を持っていますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．教員 

２．調理師 

３．理・美容師 

４．看護師 

５．栄養士 

６．保育士 

７．介護福祉士 

８．ホームヘルパー 

９．簿記 

10．パソコン 

11．自動車運転免許 

12．その他（具体的に：                  ） 

13．資格を持っていない 

 

 

 

問16 あなたの世帯の平成29年（１～12月）の年間総収入額、そのうちのあなたの年間就労

収入額はどれくらいですか。 

それぞれ下から選んで、あてはまるアルファベット１つを記入してください。 

※総収入とは、必要経費を引く前の総額（就労収入や問17の収入などすべて足した額）

です。  

※就労収入とは、社会保険料や源泉所得税などが引かれる前の総支給額のことです。い

わゆる「手取り額」ではありません。  
 

 あなたの世帯の年間総収入 

（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを１つ記入） 

うち、あなたの年間就労収入 

（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを１つ記入） 

回答欄                       

 

A．50万円未満  G．300～350万円未満 M．600～650万円未満 S．900～950万円未満 

B．50～100万円未満   H．350～400万円未満 N．650～700万円未満  T．950～1000万円未満 

C．100～150万円未満 I．400～450万円未満  O．700～750万円未満    U．1000万円以上   

D．150～200万円未満  J．450～500万円未満  P．750～800万円未満     

E．200～250万円未満  K．500～550万円未満   Q．800～850万円未満  

F．250～300万円未満 L．550～600万円未満   R．850～900万円未満 

 

問17 あなたは就労収入以外の収入（生活費）がありますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．預貯金の取り崩し 

２．年金（遺族、障害等） 

３．親族からの仕送り 

４．家賃・地代収入 

５．生活保護費 

６．母子父子寡婦福祉資金借入金 

７．借金 

８．その他（具体的に：                           ） 

Ⅲ あなたの家計についておうかがいします。 
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問18 生活するために、１か月に最低どれくらいの金額が必要であると考えていますか。 

 

         １か月最低             円 

 

 

問19 現在の生活状況をどのように感じていますか。（○は１つ） 

１．大変余裕がある     ２．余裕がある     ３．普通  

４．苦しい     ５．大変苦しい 

 

 

 

 

 

問20 あなたの現在の住宅について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．持家 

２．親族宅に同居 

３．市・府営住宅 

４．公団・公社住宅 

５．民間賃貸住宅 

６．社宅・社員寮 

７．その他（具体的に：                           ） 

 

 

問21 現在の住宅について、あなたが負担している住宅費（家賃、ローン等）を記入してく

ださい。（家賃の方は共益費を除いてください） 

月額 約             円 

 

問22 ひとり親家庭になったとき、転居しましたか。（○は１つ） 

１．転居した           ２．しなかった（→問23へ） 

 

問22-1 問22で「1.転居した」と回答した方におうかがいします。 

転居先を決めるときに、重視した事項をお答えください。 

（○はあてはまるものすべて） 

１．実家・親族の近く 

２．保育所・学校 

３．就業先（通勤） 

４．配偶者からの暴力（ＤＶ）からの避難 

５．住宅費 

６．その他（具体的に：                            ） 

Ⅳ 住宅についておうかがいします。 
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問23 福祉サービスを受けるときに不満なこと、困ったことは何ですか。 

（○はあてはまるものすべて） 

１．どこに相談に行けばいいのかわからなかった 

２．何をしてくれるのかわからなかった 

３．どこまで支援してくれるのかわからなかった 

４．いろいろ聞かれるのが嫌だった 

５．自分の状態を正しく説明できなかった 

６．相談窓口でプライバシーが守られなかった 

７．担当者の説明がよくわからなかった 

８．担当者によって説明が違って混乱した 

９．担当者の言葉、態度に傷ついた 

10．その他（具体的に：                            ） 

11．困ったことはなかった 

12．福祉サービスを受けたことはない 

 

 

 

問24 現在困っていることは何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

１．経済的なこと 

２．仕事のこと 

３．家事について 

４．住宅のこと 

５．家族の面倒（介護等）のこと 

６．自分の健康のこと 

７．相談相手、相談先がないこと 

８．その他（具体的に：                            ） 

９．特に困っていることはない 

 

 

 

問25 困ったときに相談や手助けを頼める人や機関がありますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

１．親族 

２．友人、知人 

３．公的機関 

４．その他（具体的に：                            ） 

５．頼める人はいない 

Ⅵ 各種支援施策についておうかがいします。 
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問26 ひとり親家庭並びに寡婦家庭への子育て支援、就業支援などについての、行政、企業、

社会への要望や意見、今後の生活で心配なこと、悩んでいることなど、お聞かせくだ

さい。今後の施策の参考にさせていただきます。 

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

 

ご多用中のところご協力いただき、本当にありがとうございました。 

 

（記入された調査票は返信用封筒に入れて、１２月９日（日）までにポストに入

れてください。切手はいりません。） 


